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、【今朝はお忙しいところ、ご面倒なお願いをしました。お二人（五声・梅竹）の

名前で証文を作り、蝸石氏に借金の立て替えを頼んだところ、】｛「書付」は証文のこと。「取替」

はお金を立て替えること。｝ 
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にて、【「趣味に使ったお金なのだから、証文な

どを受け取ってお金を立て替えるというのは、いかがなものか。ついては、十両を二人で割って

差し出すのなら即金で差し出すべき」とのことでしたので、なにとぞそのお考えに従って、】｛「風

流」は、詩歌や書画などの趣味のこと。なお、明治以降、お金の単位は「円・銭」になったはず

だが、１円のことを引き続き１両と呼ぶこともあったらしい。十両といえば大金である。｝ 
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。【五声君は寄付金帳に七

両二分と書いているのですから、十両のうち五両を引き受けて、残りの五両を、梅竹君・蝸石君

に引き受けていただくよう、この件をご承知下さい。】｛「御記帳」は、芭蕉堂建設のための寄付

金帳のことか。「弐駄」がわからないが、七両二分、つまり七円五十銭のことか。｝ 
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。【しかし

ながら、内輪のことですから、私（＝井月）が支払いの割合についてとやかく言うつもりはあり

ません。】｛梅竹は五声の叔父、蝸石は五声の母の甥（つまり五声の従兄弟）。つまり親戚どうし

（＝内輪）の問題なのだから、よそ者の私が口をはさむつもりはない、と言っている。｝ 
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。【なんにせよ、十両の

金額が調えばそれでよいので、お二人から蝸石君へ一筆書いて、立て替えになったことを取り計

らって下さいますよう、重ねてお願いします。】 
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【もはや日がなく、

ご用先には恐れ入りますが、この件お願いいたします。】｛「御用先」は、お金を用立てなければ

ならない相手、という意味か。昔は、歳末に借金の取り立てが来た。この手紙は師走の十五日に

書かれたものであり、あと半月しかないのに十両もの大金をそろえてほしい、という無茶な内容

である。いったい何に使ったのか。金額の大きさからして、明治五年におこなわれた送別会の経

費かもしれない。書簡 一 にも「送別会興行の雑費少なからず、ついに借金に首くくるとか」と

ある。｝ 
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。【なお、何ともお手数ですが（蝸石氏

に）ひとこと言ってください。】 
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